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２．研究の内容 

本研究により、DPP4 の心臓における発現パターンが毛細血管特異的であることを明らかに

した。動物モデルを用いて、心臓毛細血管内皮に発現するセリンプロテアーゼ DPP4 の活性異

常が、糖尿病による拡張不全性心不全発症の一因であることを見出した。さらに、糖尿病以

外の原因として、血圧負荷による拡張不全に対する DPP4 阻害の影響も検証し、心臓毛細血管

不全のない病態では、インクレチンホルモン増加を介した異なる機序において、心機能を改

善することを報告した。また、拡張不全患者末梢静脈血中の DPP4 活性を測定し、心エコーに

おける拡張機能の一部と相関することを明らかにした。 
 
 

３．今後の展開 

本研究の成果を臨床的に実践可能か否か検証する。心不全患者における糖尿病治療の重要

性を啓発する。 
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